
１ １１ ２１日、 市中 ールに

いて開催された、 地方 別 連

ロッ 合同 会に出 して り

ました。

２ １１ ２４日 ６ 理事会を開催し、１１

会計報 と１１ １２ の 会 ロ を

しました。 会 ロ の中で、１２ の

リスマス 会 に１２ ２ 会の通

ンターの子 た との交 会の 。また、

よりお いされた 会 話について

協議 しました。

３ イ ン より リスマス ー

ーの 内を頂きました。日時は１２ １６日

会場は です。

・ 背 より 立０ 年 に

会出 に するお 状を頂きました。

・ ２８年度 地方 別 連 催の

ロッ 別 合同 会の

お 状を頂きました。

・ 背 より１２ 会 内、１１ 会報を受

しました。

　 　  員

　次年度よりご連絡いたします。 １ 理

事会を１２ １４日 水 に開催する です。内

は次年度、 会 と年度が まるスケ

ールの です。 合のつかない方はお
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めに連絡ください。 多数の場合のみ、日

の をいたしますが、 な内 は次 水

日までに にてお らせいたします。よ

しくお いします。

社会奉仕委員会　 　鈴木 委員長

　 に 様には 会 ロ が にて

いていると思いますが、１２ ２ 会は 会

会が ロ を 当する、地区 金

事業の 別 の子 た とその 、 御さ

んを交えたケーキ くり 会となります。当日

は 通 会の１２時１ ではなく、３時３０ から

の 会になります。場所は 市 通

ンター 町 目 で開催されます。後

ど 様に にて出 を取らさせていただき

ます。また、当日は 場が数 ないので り

合いでお しください。また、当日 会場まで

の が い方は、 会で送 いたします。

に送 と書いていただければお えに

上がります。

　当日の は子 、 、 御さん、通

ンター あわせると６０ を えますので、

会 が ないと 会になりませんので出

来るだけ多くの方の出 をお いします。当日

は１時間 の 会です。よ しくお がいしま

す。

・ 様本日は 話ありがとうございます。

　渡邊会長

・ 会議所 ースの会 ー に載り

ました。　　 高橋幹事

・１１ １日 市 会のス ー で のト

リを めました。　 高田会員

・長 の が で に受かり

ました。次年度 理事 ありがとうご

ざいました。　　 青山会員

　前　 　　３６０６００円

　今　 　　　８０００円

　累　計　　３６８，６００円

「増毛山道の話あれこれ」

　　　　 営利 人 増毛山道の会

　理事　小杉　忠利 様

　本日は ロータリー の 会にお き

いただき にありがとうございます。 ロー

タリー さんの ー ー を見させてい

ただきましたが、昭和３６年 立 来 年間、

に されており、大 ご 様です。

　 は増毛山道は もありまして、 160年

前に作られた道でございます。本日、 様に２

種 の をお持 しました。増毛山道あれこ

れと書いた冊子と ー ー をコ ーした

４の です。この ー ー は増毛山道の

会の事業を したり、 事業への 内も

載せております。 ー ー には増毛山

道の会設立 と とか、会 の ー 、

行事 掲 、増毛山道のお話あれこれ、増

毛山道地 ものがたり、報道 事などを掲載し

ております。

　 として、一 のトレッキン 事業を

７ ど開催しており、だいたい１ 当たり２０

位の で、す に になってしま

います。６ に を めて すると、

道 さんとか、 の ー ー とリ

ン しておりますが、やはり道 さんの掲載が

一番利きまして、道 の っててあれこれとい

う がありまして、 道 に載るとす に７

から８ の開催がす に一 になってしまいま

す。 年、10 どのトレッカーの方 を増

毛山道にご 内いたしましたが、その内の２

の方がリ ーターでございます。やはり１ 来

て くなかったら も来ないのですが、

イ が付いて な の説明を いて歩く

のですが、それなりの があるという事だと

思います。本日たまたま 様にお話しするのに、

今年の１０ １６日に増毛山道の３２娃が１０年かけて

しましたので、 様の前で できること

になりました。

　増毛山道の 長は３２娃、 度 増毛間を

する位の ですが、標高の一番高い所で
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は１０００ｍにもなります。ここで道を見つけて、

笹狩りをして、幅２～３ｍ位で繋げる作業をし

ていました。エリアとしては増毛町と石狩市の

幌に跨っておりますので、石狩市の背後地が札

幌市ですので、トレッカーの方達も札幌圏の方

が多く、幌から歩いて別苅に降りるコースが繋

がりましたので、次年度から石狩市や増毛町と

協議をしながら開催していく事になるのではと

思います。160年前からの一種の古道ですので、

増毛山道あれこれの冊子にも書いております。

　この増毛山道あれこれに書いてあるものは、

細かくは説明できませんが、目次を見ていただ

ければわかる通り、増毛山道って何？、増毛山

道を作った伊達林右衛門、ロシアと日本・そし

て山道、これだけかかった！お金と期間、武好

駅逓と昔の郵便配達、幕末事件・増毛山道物語、

北海道で一番高い所にある水準点、山道に今も

残る電柱などが掲載されています。

　増毛山道は先に話した通り、160年前に広い

蝦夷地に散らばる漁場同士を行き来するために

整備された道路です。そして、この増毛山道を

作ったのが伊達林右衛門です。現在の増毛山道

の会の会長が伊達林右衛門から数えて１４代目の

直系になる伊達東でございます。この伊達林右

衛門はマシケ場所の請負人で、当時蝦夷地の漁

場は場所請負制度を取っており、松前藩から漁

場を請け負って営業する形態がとられ、アイヌ

を刺激して水産物などを北前船で関西や北陸へ

運んで大層な利益を出していたみたいです。ま

たロシアが蝦夷地にチョッカイを出しており、

松前藩では松前から稚内までの区間を場所請負

人に儲かっているのだから道を作りなさいと依

頼したものです。

　増毛山道には武好駅逓という建物があり、こ

の駅逓というのは、郵便物を運ぶ人がこの駅逓

で増毛や浜益から来た郵便物を交換して、また

戻っていくという使われ方をしました。また、

宿泊施設としても使われ、馬のレンタルもして

いました。この駅逓は道内に300か所位あった

のではないかと言われています。明治２２年頃に

は、鰊番屋同士の連絡や情報網として雄冬山の

標高１０００～１２００ｍの所まで電信柱をたてて通信

線を張って、石狩からの情報が入るようになり

ました。電報の様な手段で、昔はモールス信号

で送ってそれを翻訳していました。この駅逓も

山道そのものが時代と共にあまり使用されなく

なり、道が荒廃した結果、昭和１６年にこの武好

駅逓は廃止されました。

　私も土木屋の一人でして、測量に携わってお

ります関係で、この増毛山道に関わる事になり

ました。この測量ですが、水準点というものが

ありまして、高さを求める水準測量において基

準となる点の事でございます。国土地理院で管

理しているものですが、これがすでに明治４０年

ですが、増毛山道の標高１０００ｍの所に２キロお

きに埋設されております。これは花崗岩で出来

ておりまして、重さは140キロ位あり、これを

ここまで持っていって埋めたのだと思いますが、

現在は遺産として残っております。この１等水

準点は用水路などを造る際に重要なものでござ

います。北海道において水準点は３３００か所あり

ますが、その中でも最も高い位置にあるとされ

ているのが、石狩管内の浜益御殿頂上付近にあ

る一等水準点８４６２です。増毛と浜益を結ぶ増毛

山道沿いには、明治４０年に１７個の水準点が設置

されたが、道のりが険しくあまり使用されなく

なり、水準点の存在その物が忘れ去られていき

ました。

　この増毛山道を作るにあたって伊達林右衛門

が私費を投じて山道を開通させるためにかかっ

た費用は合計１３１０両、現在のお金にして１億７

千３０万円です。幕府のご用達であり漁場を請け

負っている立場上、私費で受けざるを得ない状

況でした。この山道を開削するために、秋田県
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から山道開削 を 、地 のアイヌ人と

シン漁が わった後の出 の を い入

れて、１４ １ ４娃 の山道開削に取り

かりました。 期は１８７年 に開 し、増毛

と浜益 の両方から個別に開削にあたり、人

４６人で６ １３日までの６日間 どで 事を

えたようです。

　増毛山道の会では事業として、トレッキン

を年に７～８ 開催しておりますが、これはだ

いたいが土 日に開催しております。 ６時と

か７時に別苅、岩 などに現地 合してもらっ

て行っております。 などの に われま

すと事 も大 ですので、 で出 してい

ただいておりますが、今まで中止になった事は

ございません。 とんどの人が山歩きの好きな

人ばかりで、 の時などは、 さんに を得

てコースを して開催する事もございます。

　一番長いコースでは２１娃もありますので、大

れます。しかし、歩いた方はとても やか

な で、うれしそうな で ってきます。大

０～６０ の方 が多く しています。このト

レッキン は 山と って イ が付きますの

で、 な話が けます。私た もコースを

持する に、３ｍもある笹の も行います。

この笹は１ に７０～８０本 えておりますので、

は大 な作業になります。道を見つけて笹

を りながらの作業です。１０年かかってやっと

つながりました。

　今、 田では道の駅を作っており、 ３０年

に ですが、石狩市は市 が山などの

を利用するのが ないものですから、田 市

長は道の駅の一つの内 として、山道を 信し

ていく事を えております。 年と今年は

に協 をいただき、今年は の方 にお手

いをいただき、 時間内の笹狩りのお手

いをいただきました。 の方 ですが、

い のある方 のお手 いでしたので、大

かりました。お 様で今年の１０ １６日に

開通いたしました。来年度からはトレッキン

のコースを増やせそうです。今までは１１娃、

１６娃と２１娃のコースの３コース位でしたが、こ

れからは 開通いたしましたので、増毛から

浜益まで行く事が出来ます。 中で き す事

がなくなりました。ですから、コースも な

が えられます。この山道を 場所は

別 ですので、 えば笹狩りを

するにも昔の道を するにしても、道の

を わなければなりません。ですからこの１０年

間 な を頂くため、大 いたしま

した。 めの３年は取っ かりが大 でしたけ

れども、ある 度 を付けていくとス ー

に ようになりました。

　道の まりはきつ やタヌキ、 マの歩く道

です。その 物がいなくなると、人は別な山へ

しました。その後、 作や 作が わり、

った作物で や 物と交換し、 と を繋

道が作られ、道の重要 が増しました。明治に

入り 道、 が増えまして山の こう と

こ ら との繋いでいた道は に れてしま

いました。そういった道がこの蝦夷地にはかな

りあります。そういった残された増毛山道を遺

産として えていきたいと思います。これから

は につながった事によって私た の の幅

が増えていくと思うます。

　これからも私た の会をご理 いただいて

をよ しくお いします。本日はお いた

だいてありがとうございます。
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